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2．ゆきみらいシンポジウム
　1月29日（木）に，ほくしか鹿鳴ホールにおいて，

「ゆきみらいシンポジウム」を開催しました。
　シンポジウムでは，オープニングアクトとして大
館市立城南小学校6年生からの演舞を皮切りに，実
行委員長の西村東北地方整備局長による主催者代表
挨拶，副実行委員長の神部秋田県副知事（写真 3）
による開会挨拶，石田大館市長（写真 4）によるシ
ンポジウムメッセージ，廣瀬国土交通省技監（写真
5）より来賓挨拶をいただいた後，トークセッショ
ンとパネルディスカッションを実施しました。
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（ 1 ）トークセッション
　トークセッションは，タレントでとんぶり応援大
使（大館市は国内唯一のとんぶり生産地）を務めて
いる，ふかわりょう様と石田大館市長で「ふかわさ
んと語る大館市の未来と雪国の未来」をテーマに対
談形式で行われました。
　芸能界で「もっとも大館のことを考えている男」
を自負しているふかわ氏から，都市部へ伝わりきれ
ていない大館市のエピソードや魅力（忠犬ハチ公，
大館市の地元食材等）について，「当たり前だから
こそ伝わっていない魅力」として情報発信の重要性
について語られたほか，自身が度々訪れているアイ
スランドでの体験を基に，火山・氷河・長い冬と

1．はじめに
　「ゆきみらい」は，昭和60年度から豪雪地帯であ
る東北，北海道，北陸地方の各都市で ｢克雪・利
雪」にとどまらず，｢雪国の歴史・文化の継承」な
ど，幅広いテーマを扱い，全国から多くの関係者が
集う情報交換の場となっております（北海道では

「ふゆトピア・フェア」として開催）。
　40回目の節目となる今回は「ゆきみらい 2026 in
大館」として，令和8年1月29日・30日の2日間，
秋田県大館市にて開催しました（秋田県では 13年
ぶり，大館市では初開催）。
　「ゆきみらい2026 in 大館」では，「次世代と共に
描く雪との未来」をテーマに，「ゆきみらいシンポ
ジウム」，「ゆきみらい研究発表会」，「ゆきみらい見
本市」，「除雪機械展示・実演会」等の各イベントを
開催し，WEB聴講を含め 2日間で約 2,800名の方々
にご参加いただきました。
　また開催に先立ち，ニプロハチ公ドームにおいて
｢オープニングセレモニー」を行い，ご当地キャラ，
秋田犬の他，近隣の長木保育所の園児が応援に駆け
つけ，テープカットのカウントダウンを行っていた
だきました。
　本稿では，各イベントにおける開催状況を報告し
ます。
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いった厳しい自然環境の中で育まれている文化や感
性が，大館市と通じる部分があることを紹介し，

「大きな自然の一部として生きる」と言う視点の大
切さにふれ，雪国ならではの情緒・感性が地域の力
になると述べられました。
　また途中，大館市立第一中学校の生徒によるビデ
オメッセージが上映され，次世代を担う子供たち視
点からみた，初雪時の思いや冬の暮らしでのつらさ
や工夫等，雪との向き合い方が素直に語られました。
　これを受けて石田市長からは，雪には暮らしを困
難にする面と自然の恵みとして地域を支えてきた面
の両方があり，排除すべきものではなく，共存し価
値へと転じていく取組みが重要であるとまとめ，
トークセッションを締めくくりました。

（ 2 ）パネルディスカッション
　パネルディスカッションでは，開催テーマと同じ
く「大館から次世代と共に描く雪との未来」をテー
マに，コーディネーターとして秋田大学大学院理工
学研究科システムデザイン工学専攻土木環境工学
コース教授の徳重英信氏，パネリストとして前述の
ふかわりょう氏，NPO法人あき活Lab理事長の三
澤雄太氏，大館市社会福祉協議会地域福祉係福祉活
動専門員の小野浩氏，大館りなちゃんこと佐藤里奈
氏に登壇いただきました。まず始めに現場の声とし
て，秋田県と大館市の担当者から主に道路除雪に関
する，降雪量の増加，除雪費用の高騰，担い手不足
に関する雪国特有の課題について話題提供がなされ
た後，本格的なディスカッションに移りました。
　ディスカッションの概要は次のとおりです。
① ふかわ氏からは，雪国は苦労を伴う地と語られが
ちですが，その見方だけでは不十分という指摘が
ありました。例として旅行で訪れた岐阜県新穂高
で，ロープウェイ途中の小屋にも最新鋭の設備が
整えられて快適に過ごせたことを紹介しました。
　 こうした整備はインバウンドの来訪が後押しした
面もあり，インバウンドが全てではないものの，
人が集まることで，自ずと魅力的な環境へアップ
デートされていく可能性にも言及しました。
　 一方で大館市を含む雪国は，大雪に見舞われた際
に「大変な地域」と言うネガティブな印象が報道
を通じて外部に固定化されやすい現状があるこ

と，しかし実際には多くの雪国がそうであるよう
に，雪がもたらす豊かな水資源や農産物，地域文
化，生活文化などの多面的な恩恵があるのに，こ
の魅力が十分に伝わっていない現状があることか
ら，まず“雪＝困難”という固定観念を問い直し，
実態を捉え直す必要性について示されました。

② また他のパネリストからも，自身が携わる宿泊施
設で玄関の雪かきしていると外国人観光客が「手
伝わせて欲しい」と声を掛けしアトラクションの
ように楽しんでいた事例や，除雪ボランティアに
県外からの問い合わせがあるなど，雪が人の交流
を生む「きっかけ」になることが紹介されました。
　 このような意見を踏まえ，改めてふかわ氏からは
「雪は私たちの命です」と誇りをもって語る（発
信する）姿勢こそが，雪を重荷から魅力へ転換
し，人を惹きつけ，地域の活力を生み出す第一歩
になるのでは，という力強い提言がありました。

③ 議論の結びには徳重氏より雪には苦しさもあるけ
ど，同時に恵みもある。そこをどう捉え直し発信
し，外の人にも来てもらえるか，これが未来をつ
むぐ鍵になると総括し「未来を笑顔で過ごせる雪
国をどう作るか」と言う示唆をもって締めくくり
ました。

写真 6　パネルディスカッション
 

3．ゆきみらい研究発表会
　1月30日（金）に「ほくしか鹿鳴ホール」の大
ホール，中ホールを会場に「ゆきみらい研究発表
会」を開催しました。
　研究発表会では，「冬期に生じる災害対応・支
援」，「冬期のDXと担い手確保・育成，生活支援」，

「地域性を活かした雪国の観光・産業振興・地域づ
くり」をテーマに，応募のあった論文のうち，2会
場で40編の口頭発表（写真 7）がありました。ま
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た，大ホール内ホワイエでは，8編のポスターセッ
ションによる展示・発表があり，雪氷技術等の調
査・研究に関する情報交換が行われました。

 
4．ゆきみらい見本市
　1月29日（木）・30日（金）の2日間，ニプロハ
チ公ドームにおいて，雪氷技術に関する最新情報の
展示と情報交換を目的に「ゆきみらい見本市」を開
催しました。（写真 8 ）
　見本市には，全国の企業・団体・行政機関から
56社が出展し除雪などに関する最新技術や取組み
等についての展示を行いました。

 
5．除雪機械展示・実演会
　1月29日（木），30日（金）の2日間，ニプロハ
チ公ドーム駐車場にて，高度化された最先端の除雪
機械や装置等の紹介，実演等を行う「除雪機械展
示・実演会」を開催しました。（写真 9）
　除雪機械展示・実演会には，17団体による除雪
機械・装置の展示が行われ，冬期の道路交通を確保
し，雪国の生活を支える除雪機械について理解を深
めていただきました。

 

6．おわりに
　今回開催テーマとして「次世代」と言う言葉を掲
げました。
　主催者の取組みとしては，既に記載のとおり市内
の保育所，小学校，中学校にオープニングセレモ
ニーやシンポジウム等にご協力いただきました。
　また見本市，除雪機械展示実演会では，一般の
方々の参加に加え，大館市立大館城南小学校5年生
と大館市立長木小学校6年生が総合学習の一環とし
て来場し，最先端の技術や実演等に触れていただく
機会となりました。
　昨今，人口減少や少子高齢化に伴う担い手不足が
強く指摘されていますが，「ゆきみらい2026 in 大
館」を通じて参加者の皆さまや次世代を担う子供た
ちが，日々の除雪対応や雪国の未来を身近に感じ，
克雪・利雪技術に関心を高める契機となることを期
待するところです。
　結びとなりますが，報道等でもご承知のとおり令
和8年の年明け以降，日本海側を中心に大雪に見舞
われました。また大館市を含む秋田県北地域でも，
例年にも増して積雪量が多く開催について危ぶまれ
る状況にありました。
　このような中で，ご来場いただいた皆さま，並び
に開催にご尽力いただいた関係機関の皆様に改めて
感謝申し上げます。
　あわせて，今後も「ゆきみらい」が地域の雪対策
と雪国の安全安心の向上に寄与することを，心より
願う次第です。

※パネルディスカッションについては、期間限定で
アーカイブ配信を実施しております。ゆきみらい
2026in大館のHP（https://www.thr.mlit.go.jp/yuki 
mirai_odate/）より是非ご覧ください。

写真 7　研究発表会（口頭発表）の様子

写真 8　ゆきみらい見本市の様子

写真 9　除雪機械展示・実演会の様子


